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   Ｃ０７Ｄ 471/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/7068   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/07     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １１８Ｚ
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   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
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   Ａ６１Ｐ   43/00     １０５　
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【手続補正書】
【提出日】令和3年9月6日(2021.9.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）
【化１】

（式中、
Ａは、独立して、Ｎ又はＣＨであり；
Ｗは、独立して、Ｎ又はＣＨであり；
Ａ及びＷの一方又は両方は、Ｎであり；
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Ｒ１及びＲ２は、独立して、分岐状又は直鎖状Ｃ１～６アルキルであり；
Ｒ３は、１つ又は２つのＲ５置換基によって置換されたフェニルであり；
Ｒ５は、独立して、１つ以上のハロ、－ＯＨ又はＮＨ２から選択され；
Ｒ４は、ハロである）
の構造を有する化合物又はその立体異性体、そのアトロプ異性体、その薬学的に許容され
る塩、前記その立体異性体の薬学的に許容される塩若しくは前記そのアトロプ異性体の薬
学的に許容される塩。
【請求項２】
　式（Ｉａ）
【化２】

の構造を有する、請求項１に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項３】
　Ａは、Ｎである、請求項１又は２に記載の化合物。
【請求項４】
　Ｗは、ＣＨである、請求項１又は２に記載の化合物。
【請求項５】
　Ｒ１は、ＣＨ（ＣＨ３）２である、請求項１～４のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項６】
　Ｒ２は、ＣＨ３である、請求項１～５のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項７】
　Ｒ５は、Ｆである、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項８】
　Ｒ５は、－ＯＨである、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項９】
　Ｒ５は、－ＮＨ２である、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１０】
　Ｒ３は、

【化３】

である、請求項１～６のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１１】
　Ｒ４は、Ｆである、請求項１～１０のいずれか一項に記載の化合物。
【請求項１２】
　式（ＩＩ）



(3) JP 2020-533277 A5 2021.10.14

【化４】

（式中、
Ａは、独立して、Ｎ又はＣＨであり；
Ｗは、独立して、Ｎ又はＣＨであり；
Ａ及びＷの一方又は両方は、Ｎであり；
Ｒ１及びＲ２は、独立して、分岐状又は直鎖状Ｃ１～６アルキルであり；
Ｒ３は、１つ又は２つのＲ５置換基によって置換されたフェニルであり；
Ｒ５は、独立して、１つ以上のハロ、－ＯＨ又はＮＨ２から選択され；及び
Ｒ４は、ハロである）
の構造を有する化合物又はその立体異性体、そのアトロプ異性体、その薬学的に許容され
る塩、前記その立体異性体の薬学的に許容される塩若しくは前記そのアトロプ異性体の薬
学的に許容される塩。
【請求項１３】
　式（ＩＩａ）

【化５】

の構造を有する、請求項１２に記載の化合物又はその立体異性体、その薬学的に許容され
る塩、前記その立体異性体の薬学的に許容される塩。
【請求項１４】
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【化６】
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【化７】
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【化８】
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【化９】

から選択される構造を有する請求項１又は１２の化合物又はその立体異性体、そのアトロ
プ異性体、その薬学的に許容される塩、前記その立体異性体の薬学的に許容される塩若し
くは前記そのアトロプ異性体の薬学的に許容される塩。
【請求項１５】

【化１０】
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【化１１】
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【化１２】
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【化１３】

から選択される構造を有する請求項１又は１２の化合物又は薬学的に許容される塩。
【請求項１６】
　構造
【化１４】

を有する、請求項１５に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項１７】
　構造
【化１５】
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を有する、請求項１５に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項１８】
　構造
【化１６】

を有する、請求項１５に記載の化合物又はその薬学的に許容される塩。
【請求項１９】
　請求項１～１８のいずれか一項に記載の化合物及び薬学的に許容される賦形剤を含む医
薬組成物。
【請求項２０】
　細胞中のＫＲＡＳ　Ｇ１２Ｃを阻害するイン・ビトロ方法であって、前記細胞を、請求
項１～１８のいずれか一項に記載の化合物又は請求項１９の医薬組成物と接触させること
を含む方法。
【請求項２１】
　がんを治療するための、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記がんは、非小細胞肺がん、大腸がん、膵臓がん、虫垂がん、子宮内膜がん、食道が
ん、胃がん、小腸がん、鼻腔がん、副鼻腔がん、胆管がん、皮膚がん又は眼内黒色腫であ
る、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記がんは、非小細胞肺がんである、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
　前記がんは、大腸がんである、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　前記がんは、膵臓がんである、請求項２１に記載の医薬組成物。
【請求項２６】
　前記がんは、ＫＲＡＳ　Ｇ１２Ｃ変異を有する、請求項２１～２５のいずれか一項に記
載の医薬組成物。
【請求項２７】
　がんを治療するための医薬の製造のための、請求項１～１８のいずれか一項に記載の化
合物の使用。
【請求項２８】
　前記がんは、非小細胞肺がん、結腸がん、膵臓がん、虫垂がん、子宮内膜がん、食道が
ん、胃がん、小腸がん、鼻腔がん、副鼻腔がん、胆管がん、皮膚がんまたは眼内黒色腫で
ある、請求項２７に記載の使用。
【請求項２９】
　前記がんは、非小細胞肺がんである、請求項２７に記載の使用。
【請求項３０】
　前記がんは、大腸がんである、請求項２７に記載の使用。
【請求項３１】
　前記がんは、膵臓がんである、請求項２７に記載の使用。
【請求項３２】
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　前記がんは、ＫＲＡＳ　Ｇ１２Ｃ変異を有する、請求項２７～３１のいずれか一項に記
載の使用。
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